
 

 

 

 

 

 

 

 

野々市市子ども・子育て支援事業計画の実績について 
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資料 １ 



  



 

支援事業計画 
 

１ 幼児期の学校教育・保育 
 

   支援事業計画における実績値の考え方 

    １号           保育の必要性がなく、認定こども園や幼稚園に通う子ども 

    ２号（幼稚園希望）保育の必要性があり、幼稚園に通う子ども 

    ２号（保育希望）  保育の必要性があり、保育園や認定こども園に通う子ども 

    ３号           保育の必要性があり、保育園や認定こども園に通う子ども 
 

    ※各年度４月１日現在（０歳児については、出生による増加含めた年度末の人数） 
 

各認定別 学校教育・保育の量の見込み（計画値）と実績 

平成 27 年度 １号 
２号 

（幼稚園希望） 
２号 

（保育希望） 

３号 
（０歳児） 

３号 
（１・２歳児） 

計画値 【人】 804 1,202 103 736 

実績値 【人】 622 1,161 71 695 

 

平成 28 年度 １号 
２号 

（幼稚園希望） 
２号 

（保育希望） 

３号 
（０歳児） 

３号 
（１・２歳児） 

計画値 【人】 813 1,253 111 758 

実績値 【人】 663 1,177 88 696 

 

平成 29 年度 １号 
２号 

（幼稚園希望） 
２号 

（保育希望） 

３号 
（０歳児） 

３号 
（１・２歳児） 

計画値 【人】 819 1,287 111 758 

実績値 【人】 608 1,200 79 719 

 

平成 30 年度 １号 
２号 

（幼稚園希望） 
２号 

（保育希望） 

３号 
（０歳児） 

３号 
（１・２歳児） 

計画値 【人】 819 1,287 111 758 

実績値 【人】 559 1,181 76 728 

 

令和元年度 １号 
２号 

（幼稚園希望） 
２号 

（保育希望） 

３号 
（０歳児） 

３号 
（１・２歳児） 

計画値 【人】 819 1,287 111 758 

実績値 【人】 

（参考） 
１号：127 人 

市内幼稚園：201 人 
1,159 86 752 

※令和元年度の１号及び２号の幼稚園希望欄の実績値は、市外の幼稚園に通う人数把握ができていないため 

参考値のみ掲載してあります。 
 

（１） 



◎本計画期間の実績等 

 未満児保育へのニーズに対応するため、休園していた市立中央保育園を未満児専用の保育園として

再開園した平成 28 年度からは施設数に増減はありませんが、現在、押野地区に新園を建設中であり、

来年度からの開園を予定しています。また、保育園から認定こども園への移行が進んでおり、平成29年

度に２園、平成 30 年度に４園、今年度は３園が移行しています。 

現在は保育園６園、認定こども園 10 園の合計 16 園体制となっています。 

 

ニーズに応じた受け皿を安定して確保するとともに安全確保や質の向上を図るため、民間保育園等

に対して国や県の施策に準じた補助を行うほか、市独自の補助を行っています。 

また、技能や経験に応じた保育士等の処遇改善に必要なキャリアアップ研修を市主催で実施するな

ど、保育士等の処遇を改善するための事業も実施しています。 

 

また、保護者負担（保育料）については、低所得者や多子世帯対策を実施し、保護者の経済的

負担を軽減しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 



２ 地域子ども・子育て支援事業（13事業） 
 

※量の見込み（計画値）は、平成 29 年度の見直し後の数値を記載してあります。 

 

（１）利用者支援に関する事業（利用者支援） 

子育て中の親子が妊婦及びその配偶者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事

業等の情報提供及び必要に応じ相談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施する

事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

 平成 27 年度から、専任の職員（利用者支援専門員）１名を市役所に配置し、きめ細かい利用

者支援を実施しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【箇所】 1 1 1 1 1 

実績値 【箇所】 1 1 1 1 1 

実績値 【相談件数】 554 315 219 257 340 

 

 

（２）時間外保育事業（延長保育事業） 

保育認定を受けた子どもについて、通常の保育時間を超えて、保育所等において保育を実施する事

業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

市内にある全ての保育園や認定こども園で実施しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 
【人】 535 544 558 1,515 1,515 

【箇所】 15 16 16 16 16 

実績値 
【人】 824 995 1,561 1,494 1,472 

【箇所】 15 16 16 16 16 

 

 
 

（３） 



（３）放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、放課後に適切な遊び及び生活指導の場

を提供し、その健全な育成を図る事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

13 施設 29 クラブで事業を実施しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】（各年４月１日現在） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 

低学年 【人】 624 660 680 791 816 

高学年 【人】 137 145 149 249 289 

合 計  【人】 761 805 829 1,040 1,105 

低学年【箇所】 14 17 19 27 28 

高学年【箇所】 14 17 19 27 28 

実績値 

低学年 【人】 629 743 768 804 759 

高学年 【人】 139 183 232 245 252 

合 計  【人】 768 926 1,000 1,049 1,011 

低学年【箇所】 15 20 23 27 28 

高学年【箇所】 15 20 23 27 28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４） 



（４）一時預かり事業 

家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、保育所等において一時的

に預かる事業です。 

 

① 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育） 

 

◎本計画期間の実績等 

市内の幼稚園２か所で預かり保育を実施しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 

１号認定によ
る利用【人日】 2,873 2,967 3,041 

6,101 6,193 
2 号認定による
利用【人日】 23,192 23,972 24,544 

合計 【人日】 26,065 26,939 27,585 6,101 6,193 

実績値 【人日】 4,749 5,925 4,750 5,460 4,829 

 
 

② 上記①以外の一時預かり（未就園児） 

 

◎本計画期間の実績等 

市内の保育園 12 か所、子育て支援センター１か所で実施しています。未満児保育を充実したこと

により利用数は減少しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人日】 3,009 3,048 3,125 3,203 3,265 

実績値 【人日】 3,313 2,590 1,728 2,124 2,492 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（５） 



（５）子育て短期支援事業（ショートステイ） 

保護者の疾病や冠婚葬祭等で、家庭において養育を受ける事が一時的に困難になった児童につい

て、児童養護施設等にて、短期間（７日以内）の宿泊を含めて保育を行う事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

金沢市内の２施設に委託して事業を実施しています。定期的な利用者はおらず、年度によって利用

日数に増減があります。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人日】 12 13 13 25 25 

実績値 【人日】 25 20 20 22 17 

参考 【人日】 
トワイライトステイ実績 0 0 0 85 59 

 

 

（６）地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター） 

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、

助言、その他の援助を行う事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

市内の７施設で事業を実施しています。未就園の 0～2 歳児を中心に遊びの場として、また子育て

に関する身近な相談窓口として機能しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人日】 19,321 19,418 19,913 20,428 20,942 

実績値 【人日】 
0～2 歳児 16,220 14,855 14,450 14,798 14,266 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（６） 



（７）乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業） 

生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等

の把握を行う事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

出生数の減少により対象者は減少していますが、訪問実施率は 99.5％と例年並みとなっています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人回】 700 700 700 700 700 

実績値 【人回】 708 632 684 568 584 

 

 

（８）養育支援訪問事業 

養育支援が特に必要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言を行うことにより、

当該家庭の適切な養育の実施を確保する事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

事業の利用人数は前年度より減少していますが、例年並みの利用人数となっています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人回】 340 340 340 340 340 

実績値 【人回】 325 338 430 617 388 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（７） 



（９）病児・病後児保育事業 

病児・病後児について、保育所等に付設された専用スペース等において、看護師等が一時的に保育

等を行う事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

病児保育については、市内の１施設と近隣市町にある施設を利用しています。 

病後児保育については、市内の保育園と認定こども園２施設と支援センター１施設で実施しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人日】 918 946 958 981 996 

実績値 【人日】 766 1,019 768 767 794 

 

 

（10）ファミリー・サポート・センター事業（就学児のみ） 

小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として、児童の預かり等の援助を受ける事を希

望する者と当該援助を行うことを希望する者との相互援助活動に関する連絡、調整を行う事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

小学校や放課後児童クラブ、習い事への送迎などに利用されています。平成 27 年度は定期的な利

用者がおり、利用日数が伸びましたが、その後は不定期利用者がメインとなっています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【箇所】 １ １ １ １ １ 

実績値 【人日】 106 44  62 75 83 

実績値 【箇所】 １ １ １ １ １ 

 

 

 

 

 

 

 
 

（８） 



（11）妊婦健康診査事業 

妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検

査計測、③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する

事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

受診票を交付し、妊婦健康診査（14 回分）を無料で受けられる体制を図っています。令和元年

度の実績値は前年度より増加したものの、妊娠届出数な年々減少しており、それに伴い、実績数も減

少しています。 

 

【量の見込み（計画値）と実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

計画値 【人】 8,600 8,600 8,600 8,600 8,600 

実績値 【人】 8,494 8,399 8,053 7,413 7,898 

 
 

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 

保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教育・保育施設等に対して保護者が支払うべき日

用品、文房具その他教育・保育に必要な物品の購入に要する費用または行事への参加に要する費用

等を助成する事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

子ども・子育て支援法第 59 条第３号の事業として市が行う事業で、バス遠足の費用や文房具購

入費用を給付しています。 

 

【実績】 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

実績値 【人】 3 2 4 5 6 

参考：給付金額【円】 9,000 26,560 27,790 33,060 33,730 

 
 

（13）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

民間事業者の能力を活用した特定教育・保育施設等の設置または運営を促進するための事業です。 

 

◎本計画期間の実績等 

放課後児童クラブ２施設８クラブを公募し民間事業者が施設の設置と運営を行いました。今後も、

必要に応じて公募するなど、民間事業者の活用について積極的に検討します。 
 

（９） 


